
戦
前
の
勇
留
島
に
は
、
昆
布

を
運
搬
す
る
た
め
に
馬
が
飼
わ

れ
て
い
た
。
島
の
暮
ら
し
に
は

欠
か
せ
な
い
労
働
力
で
あ
り
、

家
族
同
様
に
扱
わ
れ
た
と
い
う
。

亡
く
な
っ
た
馬
の
供
養
の
た
め

に
建
て
ら
れ
た
の
が
「
馬
頭
観

世
音
」
の
石
碑
で
一
九
四
七
年

(

大
正
三
年)

の
建
立
と
伝
え
ら

れ
る
。

太
平
洋
側
に
突
き
出
た
岬
か

ら
石
を
切
り
出
し
、
当
時
学
校

が
あ
っ
た
裏
手
の
丘
の
中
腹

ま
で
馬
車
で
運
ん
だ
と
い
う
。

島
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
根
塚

和
夫
さ
ん(

八
十
六
歳)

は
、
石

碑
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
登
っ
て
、

よ
く
遊
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
。

高
さ
百
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
幅
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
石
碑
の
表
面
に
は
「
馬

頭
観
世
音
」
と
彫
ら
れ
て
お
り
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

根
室
の
振
興
発
展
に
尽
く
し
た

政
治
家
・
小
池
仁
郎
の
揮
毫
と

伝
わ
る
。

太平洋を見つめ、ひっそり
とたたずむ馬頭観世音石
碑。写真右上に見える岬か
ら石を切り出して、運んだ

建立から104年。高さ１８０㎝、
推定1トンの石碑は、日本人
島民が島を追われた後も島を
守るように建っている

(2017年８月撮影）

土台はロシア側の

手によりコンクリート

でしっかり固められ、

保存されている

像
・石
碑
等

根
塚
さ
ん
に
よ
る
と
、
一
九

六
六
年(

平
成
八
年)

に
訪
問
し

た
時
、
倒
れ
て
草
に
埋
も
れ
て

い
た
石
碑
を
確
認
し
た
。
そ
の

時
は
、
推
定
一
ト
ン
も
あ
る
石

碑
を
建
て
直
す
こ
と
は
で
き
ず

そ
の
ま
ま
に
し
て
き
た
が
、

二
〇
〇
〇
年(

平
成
十
二
年)

に

訪
問
し
た
時
に
、
当
時
島
に

駐
屯
し
て
い
た
国
境
警
備
隊
の

隊
長
に
立
て
直
し
を
依
頼
、

二
〇
〇
四
年(

平
成
十
六
年)

の

訪
問
の
時
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
土
台
の
上
に
し
っ
か
り
据
え

ら
れ
て
い
た
の
を
確
認
し
た
と

い
う
。

二
〇
一
六
年(

平
成
二
十
八

年)

、
国
後
島
の
ク
リ
ル
自
然

保
護
区
の
研
究
者
が
勇
留
島
を

調
査
し
た
際
、
こ
の
石
碑
を

「
発
見
」
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
サ
ハ
リ
ン
で
報
じ
ら
れ
た
。

「
こ
の
石
碑
は
十
九
世
紀
末
か

ら
二
十
世
紀
初
頭
に
建
立
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、

ク
リ
ル
自
然
保
護
区
は
、
こ
の

石
碑
を
重
要
な
文
化
遺
産
と
し

て
保
存
す
る
方
針
を
示
し
た
。


